


















Beethoven’s Variations and their Themes:


































いないだろう。処女作として知られる《ドレスラーの行進曲による 9 つの変奏曲》WoO 63 に始まり i、
周知のように、後期作品には目立って変奏を用いた楽章が多い。全体としては、多楽章作品（交響曲や








作品番号 編成 作曲年 主題となる作品の作曲者／作品名
Op. 44 pf, vn, vc 1792
K. D. v. ディッタースドルフ（1739-1799）
ジングシュピール《赤ずきん》よりアリア〈さあ、彼女とはお別れだ〉








WoO 40 pf, vn 1792
W. A. モーツァルト（1756-1791）
オペラ《フィガロの結婚》よりカヴァティーナ〈もし伯爵様が踊るなら〉
WoO 45 pf, vc 1796
G. ヘンデル（1685-1759）
オラトリオ《ユダス・マカベウス》より〈見よ、勇者の帰還を〉
WoO 46 pf, vc 1801
W. A. モーツァルト（1756-1791）
オペラ《魔笛》より二重唱〈恋を知る殿方には〉
WoO 66 pf 1792
K. D. v. ディッタースドルフ（1739-1799）
ジングシュピール《赤ずきん》よりアリエッタ〈むかしむかし一人の
老人がいた〉
WoO 68 pf 1795/96
J. ハイベル（1762-1826）
バレエ《邪魔された結婚》より〈ヴィガノ風メヌエット〉
WoO 69 pf 1795
G. パイジェッロ（1740-1816）
オペラ《水車小屋の娘》より〈田舎の愛ほど美しいものはない〉






作品番号 編成 作曲年 主題となる作品の作曲者／作品名
WoO 71 pf 1796/97
P. ヴラニツキー（1756-1808）
バレエ《森の娘》よりロシア舞曲
WoO 72 pf 1795/96,98
A-E-M グレトリー（1741-1813）
オペラ《リチャード獅子心王》よりロマンス〈熱く燃える心〉
WoO 73 pf 1799.1/2
A. サリエリ（1750-1825）
オペラ《ファルスタッフ》より二重唱〈まさにそのとおり〉
WoO 75 pf 1799.7/8
P. v. ヴィンター（1754-1825）
オペラ《妨げられた奉納式》より四重唱〈子どもよ、静かに寝なさい〉
WoO 76 pf 1799
F. X. ジュスマイヤー（1766-1803）
オペラ《ソリマン２世》より三重唱〈たわむれ、ふざけて〉
作曲年は 1792 ～ 1801 年（つまり 22 ～ 31 歳）に限られており、舞台作品を主題とする変奏曲は若い
時期にしか書かれなかったことがわかる。とくにウィーン初期の 1795 ～ 1799 年は 10 曲と、頻繁に取
り組んだことが窺える。ピアノ独奏のための変奏曲が多いのは、後述するように、当時の変奏曲の出版
の傾向であると同時に、変奏曲というジャンルの特徴でもある。
主題となる舞台作品は、ヴォルフガング・アマデウス・モーツァルト（Wolfgang Amadeus Mozart, 
1756-1791）の作品を除き、現在ではほとんどがまったく上演されず、音源の入手も困難で、その作曲
者名すらあまり知られていないが、同時代には人気を誇った作品ばかりである。中でもジョヴァンニ・
パイジェッロ（Giovanni Paisiello, 1740-1816）の《水車小屋の娘 La Molinara》は非常に大人気となっ
たオペラで、ウィーンでは 1809 年まで定期的に上演された iv。その他、パウル・ヴラニツキー（Paul 

































1796 年 2 月、ウィーン：アルタリア 1795.5.18（ウィーン）
WoO 70
（パイジェッロ）





1797 年 4 月、ウィーン：アルタリア 1796.9.23（ウィーン）
WoO 45
（ヘンデル）
1797 年夏あるいは秋、ウィーン：アルタリア 1747.4.1（ロンドン） 
WoO 72
（グレトリー）





1798 年 9 月、ウィーン：トレーク 1791.9.30（ウィーン）
WoO 73
（サリエリ）
1799 年 2 月、ウィーン：アルタリア 1799.1.3（ウィーン）
WoO 75
（ヴィンター）
1799 年 12 月、ウィーン：モッロ 1796.6.14（ウィーン）
WoO 76
（ジュスマイヤー）







































































だ。カール・ディッタース・フォン・ディッタースドルフ（Carl Ditters von Dittersdorf, 1739-1799）の《赤
ずきん Das rothe Köpchen》とモーツァルトの《フィガロの結婚 Le Nozze di Figaro》K. 492 は、確実
にベートーヴェンも演奏した作品である（Wilson 2015）。この体験から、それぞれ Op. 44 と WoO 66、
そして WoO 40 が生まれた。
ここで注目したいのは、《ディッタースドルフの〈赤ずきん〉よりアリエッタ「むかしむかし一人の
老人がいた」の主題による 13 の変奏曲》WoO 66 である。興味深いことに、ネーフェも《ディッター




































のスケッチ（Add. Ms. 29997, Bl. 8v）である。ここには、大幅な書き直しの痕が見られ、何かもとにな
る楽譜から単に書き写したのではない様子が明らかである。最終稿では重音となっている箇所が単音で
あったり、4 分音符のところが 2 分音符であったりなど細かな違いも多数あるが、それ以上に目立つの
は、斜線で大きく消された箇所の多さだ。さらに、「vi=de」というベートーヴェンがある箇所から別


















唱「もはや私の心には何も感じない」の主題による 6 つの変奏曲》WoO 70 を取り上げる。これはパイ
ジェッロの人気オペラのなかでも特に名高いナンバーで、19 世紀に至るまで多くの作曲家が変奏曲を
書き残した。ジーゲルトの調査によると、その数は 14 名にものぼる ix。現在でも『イタリア古典歌曲集』
に所収され、広く親しまれている旋律である。この原曲は、オペラの第 2 幕第 2 場で水車小屋の娘ラッ
ケリーナと彼女を崇拝するカッロアンドロが歌う二重唱で、オーケストラ伴奏はヴァイオリン 1，2、ヴィ
オラと通奏低音という比較的薄いオーケストレーションの箇所である。8 小節の前奏に続いて、ラッケ































































月 2 日付、ベートーヴェンからエレオノーレ・フォン・ブロイニング宛ての手紙、BGA 11)
ここでベートーヴェンが言及しているのは、《ピアノとヴァイオリンのためのモーツァルトの〈フィ


















意味合いが強いと言えよう xviii。とはいえ《サリエリの主題による 10 の変奏曲》WoO73 が「これに私
はまったく満足できない。どれほど硬く不快な箇所があることか。［中略］ベートーヴェン氏は即興演









































108）で作曲したと出版社宛ての手紙で述べた《自作主題による 6 つの変奏曲》Op. 34 と《自作主題に




[AmZ] = Allgemeine musikalische Zeitung, Bd. 1
[BGA] = Beethoven, Ludwig van. Briefwechsel: Gesamtausgabe. Hrsg. von Sieghard Brandenburg. 7 Bd. 
München: Henle, 1996-1998. （頁数ではなく書簡番号を記載）
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ii  《6 つの民謡主題と変奏曲》Op. 105 と《10 の民謡主題と変奏曲》Op. 107 は、それぞれ曲集として 1 つとカ
ウントしている。
iii  本稿で用いる作曲年等の作品に関する基本情報は、2014 年に出版された新作品目録に則っている。
iv  なお、これに影響を受けて、ウィーンでの私的な娯楽のためにヴィルヘルム・ミュラーが連作詩『美しい水
車小屋の娘』を書き、フランツ・シューベルトが連作歌曲にしている。
v  Veraenderungen / für das / Clavier / über / Das Frühstück schmeckt / viel besser hier / Aus dem 




Herrn zu Wartemberg K. K. Kaemmerer etc. etc. / Unterthaenig zugeeignet / von / C G Neefe. / Sr. 
Kurfurst Durchl. zu Coelln Hoforganist. [Erstausgabe]. in Bonn. : N. Simrock., [1793] （ベートーヴェンハウス・
ボン所蔵 Grundmann C NEEF / 1）
vi  このオペラのスコアやパート譜は存在が確認されていないため、ここでは 1797 ～ 98 年頃にジムロック社か
ら出版されたカール・ツーレーナによるヴォーカル・スコアを使用する。
vii The / Favorite Quartett / in Winters Opera of / OPFERFEST. / with variations for the / HARP /
Composed by / S. Dussek. / LONDON （大英図書館蔵 Music Collections h.307.(30.) ）
viii Das unterbrochene Opferfest / Oper in zwey Aufzügen / von / PETER WINTER / Vollständiger 
Clavierauszug / von / C. ZULEHNER [...] BONN et COLOGNE chez N. SIMROCK. [1797?]
ix L. v. Beethoven, C. A. Gabler, J. Gelinek, F. Kauer, A. Catalanis, Fr. Silcher, N. Paganini, J. Auernhammer, G. 
H. Köhler, C. Th. Lalliet, Heinrich Eppinger, Luigi Legnani, J. K. Vanhal, J. N. Hummel.（Siegert 2011：14）
またこれらの変奏の比較は（Koller 1975）を参照。
x OUVERTURE / und/ FAVORIT ARIEN / aus der Oper / LA MOLINARA. / (die Müllerinn) / von/ 




xii VI VARIAZIONE / per il Clavicembalo / della Opera Molinara / Nel cor piu non mi sento / composte / 
dell / Signora Aurnhamer [sic] / Si vendono in Spira presso Bossler Conﬁ gliario. [ca. 1785]
xiii Neuf Variations / sur l’Air / (Nel Cor più non mi sento) pour le / Piano-Forte / Composées et dédiées / 
à Son Altesse Madame / la Duchesse DE WÜRTEMBERG / née Princesse de Saxe Coburg / par / C. A. 
GABLER / St. Petersburg, chez F. A. Dittman, n.d.
xiv VI VARIAZIONI / sul Duetto / Nel Cor più non mi sento / nell Opera ‒ La Molinara / Per Clabicembalo o 




xvi WoO 40= エレオノーレ・ブロイニング、WoO 45= リヒノフスキー侯爵夫人、WoO 46= ブロウネ＝カムス





奏曲となっており、この 2 つの現象の近さを物語っている（Siegart 2011：15）。
xviii これは、作品番号を管理していたベートーヴェンが、初期の変奏曲のほとんどに作品番号（Opus）を振って
いないことにも表れている。




xxi 1810 年頃より否定的な評価が増え、今日ではほとんど忘れ去られた存在となっているが、1790 ～ 1810 年代
のピアノ音楽史に貢献したことは確かである。

